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Summary
Astelevisionevolvesintohigh-poweredaswelasdigitaltelevisionbroadcastingeveryday.childrenontheother
hand,especiallyinfantswhoviewforalongtime.suferfromdevelopmentaldelay(thelanguagedelay).Thisnew
diseasehasbecomeanobjectofpublicconcern.Anissuehastobemadeofthe "media-form"ofthetelevision.i.C.
thetelevisionitself.beforetherightandwrongofthecontentsofaTVprogramcanbeexamined.Thefolowing
havebeendiscussed,(1)preventionofthecommunicationbetweenparentsandchildren(Condom.W.caledit
interactionalsynchronywhichisembeddedincommunication)andofhumanrelationsonthebasisofit,(2)thedelay
oflanguagedevelopmentconsideringunderdevelopedimageasacause,(3)theperverted f`eelingeducation"
whichmakesitausualstatetoturnandexposeourfeelingstoothers,(4)theanimatedhumanunderstandingwhich
makesitimpossibletounderstandtheclearexpressionofothers.(5)thephysicalandmentaldamagebysuperfluous
stimulusofanimageandasound.and(6)theexpansionoftheconsumptiondesirebytelevisioncommercialsandso
On.
Asameasureagainsttheinfluenceoftelevisiononchildren.especialyinfants(childrenagedtwoyearsand
under).itshouldbeaprinciplethattheyareshownneithertelevisionnoranyvideo.Inaddition,ajointattentionof
theparentandchild,asatraditionalcultureofourcountry,andtheuseofpicturebooks(amovementofbookstart),
asthemodernversion,Shouldbeconsideredasothermeasures.However,theestablishmentofatelevisionguideline
brchildrenwhoviewandlistentotelevisionfわralongtimeisdesiredinthiscountry.
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Ⅰ.テレビ視聴の現在
わが国では2003(平成15)年12月から地上デジタル放
送が,関東,中京,近畿の三大広域圏で開始された｡そ
れ以外の地域でも2006年末を目途に放送が開始される予
定となっている｡ それに伴い,地上アナログ放送とBS
アナログ放送は2011年中に終了するという｡ 地上デジタ
ル放送は,まさにIT時代の申し子である｡というのも,
それを通じてテレビがより一層身近で使いやすいIT端
末になるからである｡その意味で,地上デジタル放送は,
IT社会のゲートウェイにはかならない｡
一方,地上デジタル放送の開始に伴い,それを見るた
めの,マルチメディアとしてのテレビが市場に登場して
きた｡地上デジタル放送専用のテレビは,ほぼ24時間放
送がなされる上に,何十,何百チャンネルといった選択
幅がある｡しかもそれは,乳幼児ならば体全体を包む込
むほどの大きさを有する,大型カラーテレビである｡大
きいものならば,30インチを超えるものさえある｡ また,
現在のテレビは,高画質,高音質のものが多く,場面も
小刻みであり,盛り込まれる内容も豊富に- その半面,
細切れに- なっている｡ 今や,テレビは視聴者の目を
いかに長く引きつけられるかを求めて,瞬間的に様々な
場面を変容させ,視聴者を刺激してくる｡これから生ま
れてくるすべての子どもたちは,乳幼児の頃からこうし
た高画質,高音質のテレビに接することになるのである｡
ところで,そうした高性能のテレビに接していない
(あるいは,ほとんど接していない)子どもたちでさえ,
すでに1日の大半をテレビ視聴で過ごしているという｡
例えば,現在,4-6歳児が1日にテレビを見る時間が約2
-3時間であり,小学生にもなると,1日平均3時間10分
もテレビを視聴しているという｡4-6歳児の場合,親た
ちと接している時間よりもテレビの画面を見ている時間
の方がはるかに長い｡小学生の場合は,単純計算すると,
1年間にテレビを視聴しているのは,1095時間となり,
これは学校の年間授業時間よりも多い (世界のトップで
ある)｡しかも,純粋なテレビ視聴以外にも,ビデオを
見たり,テレビゲームをしたりする時間を加算すると,
実際に,小学生がテレビ画面を見ている時間は,1日平
均4時間を超えることになる｡
ところで,一昔前のテレビおよびそれを見る子どもた
ちはどうだったのであろうか,次に筆者自身のテレビ体
験を振り返ってみることにしたい｡筆者が乳幼児であっ
た1960年代初頭,テレビはすべて白黒で映りも大変悪か
った｡それはスローペースであり,幼児にも高齢者にも
享受可能なものであった｡しかも,サイズは15インチく
らいがごく平均的な大きさであり,その粗末な画面を居
間に置いて家族全員で囲んで見ていた｡わが国のテレビ
放送が開始されたのが,1953(昭和28)年であったこと
を考えると,1958(昭和33)年生まれの筆者が幼児の頃,
視聴したテレビは技術面で未熟であったと言える｡また,
テレビ放送は,現在のように常時流されているわけでは
なく,放送番組の不足という事情もあって,昼下がりの
一時期に放送が休みになる時間帯があった｡当然のこと
ながら,夜もかなり早く終了していた｡こうした状況に
あったため,筆者をはじめ当時の子どもたちにとって,
テレビは日常生活の中のほんの1コマに過ぎなかった｡
とはいえ,彼らはその限られた時間やそこで映し出され
る物語 (フィクション)を非日常的なものとして夢中に
なって享受していたと思われる｡
このように,現在のテレビおよびそれを見る子どもた
ちと,一昔前のテレビおよびそれを見ていた子どもたち
とを比較するとき,雲泥の差があることがわかる｡｢テ
レビ｣という言葉そのものは同じであっても,その内実
はまったく異なったものと理解すべきなのである｡とこ
ろで,2004年2月,地上デジタル放送の開始に合わせる
ように,日本小児科医会が新聞やインターネットを通じ
て ｢<テレビ>2歳までは控えめに｣という提言を行っ
た1)｡正確には,それは ｢子どもとメディアの問題に対
する提言｣として発表したのであるが,その内容とは何
よりも,乳幼児がメディア (テレビやビデオ)に接する
時間を制限するようにということであった｡日本小児科
医会は,この提言を行うにあたって,テレビやビデオを
見る機会が著しく多い乳幼児に,顕著な言葉の遅れや他
人とのコミュニケーション不全 (視線を交わせないこと
等を含めて)などの発達問題が多くみられることを定期
検診や膨大な実態調査等を通じて把握していた (わが国
に先駆けて地上デジタル放送を実施していたアメリカで
は,乳幼児に対するテレビの影響の実態調査に基づいて
｢2歳まではテレビやビデオを見せてはならない｣という
提言をすでに行っており,本医会は,医学的立場からそ
の提言を継泉したものだと言える)0
それでは,現在の高性能のテレビは,実際,子ども
(特に,乳幼児)の発達に対してどのような影響を及ぼ
しているのであろうか｡ここでは,テレビが子どもの発
達に及ぼす影響や問題点を様々な資料や実験を通じて論
述するとともに,その対策についても言及していくこと
にしたい｡ただし,テレビや地上デジタル放送に関する
単なる評論にとどまるのではなく,テレビが子ども (乳
幼児)の発達に与える影響を ｢現在の子どもが抱える生
活問題｣として具体的に捉えていくことにしたい｡その
意味でここでは,テレビにおける子どもの発達問題を生
(2)
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活科学の学問的立場から考えていくことにしたい｡その
立場とは,乳幼児から高齢者まですべての人々がもって
いる現在の生活問題を発見するだけでなく,それを解決
したりそのためのサポー トを提言したりするものであ
る｡
Ⅰ.テレビの普及と ｢言葉の遅れた子ども｣の登場
1.テレビの普及に伴う ｢新しいタイプの言葉遅れ
の子ども｣とその特徴- 乳幼児を中心に-
ところで,土谷みち子は,1999(平11)午,幼児教室
に通う3歳児,159名についてテレビやビデオ視聴時間の
調査を行った｡159名の1日あたりのテレビ･ビデオの視
聴時間は,3時間以上が62%,4時間以上が27%であった｡
それを示したものが図12)である｡さらに,図23)は,チ
レビ･ビデオの視聴と外遊びの時間の関係を示 したもの
である｡
図1 テレビとビデオの合計時間
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図2 テレビ･ビデオ視聴と外遊び
の時間 (1日)
図2のCに示されるように,その中の16名は外遊びよ
りも視聴の時間が相当長く,特に乳児期から長時間繰 り
(3)
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返し,1人で見ている子ども10名の行動観察では,言葉
がしゃべれない,表情が乏しい,突然かんしゃくを起こ
す,友達と遊べない,視線が合わない,ごっこ遊びがで
きない,オウム返しに言うなど言語,情緒,コミュニケ
ーションに問題がみられたという｡
こうした ｢新しいタイプの言葉遅れの子ども｣に共通
しているのは,運動機能の発達が年齢相応でありながら,
言葉がほとんど出ず,名前を呼んでも振 り向かず,コミ
ュニケーションをせず,あるいはコミュニケーションに
対してきわめて消極的であり,社会性の発達が見られな
いことである｡こうした子どもに共通する家庭環境は,
次の通りである4)0①乳児期からテレビやビデオに子守
りをさせていた｡②朝から晩まで,ほとんどテレビのつ
きっぱなしの生活をしている｡③子どもは,テレビのな
い生活時間をほとんど経験 していない｡④子どもが早期
教育のビデオにはまっている｡(9両親そろってテレビ好
きである｡
事例を挙げると5),3歳児のA子は,1歳8ケ月の頃,
アンパンマンのテレビやビデオにはまっていて,1日7時
間から8時間は見ていた｡A子は大変おとなしい性格で
あるため,親とのコミュニケーションを,それとわかる
形で求めないまま過ごしてしまう｡そのうち,A子は家
族 (親)と目を合わせようとしなくなり,言葉が消失し,
返事もしなくなった｡
また,2歳児のB子の場合は,彼女が1歳のとき,母親
は仕事に出るようになった｡1歳半のとき,新しいテレ
ビとビデオを買って以降,父親と母親はテレビに夢中に
なった｡朝は7時にスイッチを入れ,昼間もつけっぱな
し,夜も遅くまでテレビづけの生活になってしまったと
いう｡
6歳児のC男は,ウルトラマンのビデオが大好きで1日
7時間もテレビやビデオの視聴をしていた｡彼の場合,
生後8ケ月目から1日中つけっぱなしだった｡そのせいで,
C男は,小学校に入っても言葉がほとんど出ず,う.まく
コミュニケーションをとることができない状態にあると
いう｡
こうした ｢新しいタイプの言葉遅れ｣は,難聴,運動
発達の著明な遅れ,あるいは原因の明らかな知的障害を
除いた言語発達遅滞を対象とする｡運動発達や日常生活
習慣の獲得は,普通に進んでいるが,青葉の発達が特に
遅れていて言語理解が乏しい,コミュニケーションがと
れない,友人と遊べない,こだわりが強い,少しもじっ
としていられないなど集団生活の中で困難さを感じると
いった子どもたちである｡
こうした言葉遅れの子どもたちは,医学書に書かれて
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いる小児の言語遅滞の分類にあてはまる｡その分類は表
1に示される｡
表1 言語遅滞の分類
発語 言語理解 対人関係 診 断
(表出) (受容) (社会性)
(o) 正常 正常 正常 正常 (※基準)
(1) 遅れ 正常 正常 泰山性書籍遅滞単純性言語発達遅滞
(2) 遅れ 遅れ 正常 受容性書籍遅滞(※高度の難聴)
(3) 遅れ 遅れ 遅れ ●自閉性言常 遅滞精神遅滞(※高度の知 的障害)
表1に沿って,順次,説明すると,まず(1)表出性言語
遅滞は,親の言うことは何でも理解できる半面,発語の
面において遅れがみられる｡(2)受容性言語遅滞は,親
にはなついており,コミュニケーション面では問題がな
い半面,発語と言語理解がともに遅れる｡ たとえば,高
度の難聴の子どものように,明確な原因がある場合がほ
とんどであるが,ときにはテレビやビデオの過剰視聴に
よっても生じる可能性がある｡ (3)自閉性言語遅滞は,
親にもなつかず,発語 ･言語理解ともに遅れている｡ 普
過,これは高度の知的障害をもつ子どもにみられる｡前
述した,A子やB子,C男がこれにあたるが,彼らは高
度の知的障害もなく,本来の自閉症でもないにもかかわ
らず,発達上の問題点がみられる｡ 彼らは本来の自閉症
ではなく,家庭環境の影響によって自閉的な状態にとど
まっている可能性が高い｡見方を換えれば,彼らは幼い
頃から継続的に自閉的環境に置かれただけなので,十分
治療が可能である｡むしろ環境改善するだけで自然に治
癒するケースも少なくないと言われている｡
2.｢新しい言葉の遅れ｣と自閉症
- 共通点と相違点-
今から40年前,自閉症は5000人に1人の割合であった｡
ところが,現在は200-300人に1人の割合となっている｡
これは,単に自閉症児が増加したという事実を意味する
のではなく,むしろ自閉症児とよく似た症状をもつ子ど
もが増えたことを示しているのではないかと推測される
(それはまた,自閉症児とカウントされてもおかしくな
い子どもが増えたことを意味する)｡
ところで,自閉症の場合,知的能力において遅れのな
い部分を多くもっていながら,またはときに並外れて優
れた知的能力を発揮しながらもコミュニケーション能力
(4)
を発揮することができない｡対人関係が乏しい言語遅滞
に当てはまる子どもたちはまさしく自閉症であり,回復
は期待しがたい｡これに対して,自閉症とよく似た症状
をもつ ｢新しい言葉の遅れ｣の場合,乳児期から長時間,
テレビやビデオを繰り返し1人で見ているため,次のよ
うな特徴をもっている｡ すなわち,その特徴とは6),①
言葉がほとんど出ない,②コミュニケーションがとれな
い,③遊びが限られている,④友達と遊べない,友達関
係が乏しい,⑤表情が乏しい,⑥気持ちが通わない (感
情面),⑦積み木などを何かに見立てる遊びができない,
⑧自分から話しかけようとしない,⑨ほかの子どもが近
寄ると逃げる,⑩視線を合わせない,⑪ごっこ遊びがで
きない,⑫突然摘痛を起こす,である｡
以上のように,｢新しい言葉遅れの子ども｣は,運動
機能の発達には特に問題はなく,知能的にも問題はみら
れないにもかかわらず,以上のように,言葉,コミュニ
ケーション,感情面で多くの問題がみられるという｡
しかしながら,早期のうちにテレビ･ビデオの視聴を
止めて家族 (母親)との親密なコミュニケーションを経
験できるようになれば,大半は回復 ･改善をみせると言
われている｡ つまり,こうした子どもは,長時間のテレ
ビづけの生活環境に起因する自閉的状態に置かれてい
る｡
従って,｢新しい言葉遅れの子ども｣が激増している
背景には,親の世代の ｢テレビ依存症｣があると受けと
めるべきである｡ 1日の半分が睡眠という生活パターン
の中で,乳幼児は,1日に4時間以上もテレビ･ビデオに
子守りをされ,人間としてのコミュニケーションをして
いない,すなわち4人に1人は,起きている時間の3分の1
以上をテレビ･ビデオと過ごしているのである｡ こうし
た状態を放置しておいて何らかの問題が生じないはずが
ない｡
以上,新しいタイプの発達遅滞 (言葉の遅れ)の子ど
もの現状を概観してきた｡それでは次に,テレビ視聴が
子どもに与える深刻な影響について述べていきたい｡た
だその際,テレビのどの側面を問題にするかということ
から吟味していきたい｡
Ⅱ.テレビが子どもに与える深刻な影響
1.テレビという ｢メディア-形式｣の批判的検討
従来,テレビの内容 (テレビ番組の内容)については
様々な観点から分析され検討されることはあっても,チ
レビというメディア,さらにはテレビという存在そのも
のが分析され検討されることはほとんどなかった｡従っ
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てここでは,テレビという ｢メディア-形式｣について
徹底的に検討していきたい (なお,内容についても必要
に応じてその都度ふれていくことにしたい)0
一般的には∴▲良質な内容のテレビや教育的に配慮さ
れプログラムされたビデオであれば,垂れ流しのテレビ
放送とは違ってむしろよい効果があるのではないが'と
言われることが少なくない｡例えば,<セサミス トリー
ト>のような子ども向け番組は,教育上好ましいと言わ
れている｡ あるいは,反対に,…残酷な内容のテレビや
ビデオが子どもの情緒に悪影響を与える"という話もよ
く聞く (最近では,2004年に起きた長崎同級生殺人事件
の原因の 1つとして<バ トルロワイヤル>というビデオ
映画が問題視されている)｡
しかし,一方的な情報または刺激という意味において
は,どのような内容であろうと,いかに "教育的に●'プ
ログラムされていようと,コミュニケーション能力の発
達を阻害するという結果はまったく同じでしかないと考
えられる｡テレビに関する議論の大半は,テレビ番組の
内容だけに日を向け,内容の悪影響を論じるという域に
とどまっているものが少なくない｡乳幼児にとっては,
テレビ番組の内容いかんにかかわらず,テレビがついて
いる (子どもが小さい時からテレビを見る)ということ
そのものからくるのっぴきならない影響が存在するので
ある｡
2.テレビ視聴の時間と時刻がもたらす問題
前述したように,1日に何時間もテレビやビデオを視
聴することに伴う,子ども-の影響は少なくない｡この
点について次に詳述していきたい (事実,次に述べる子
どもの発達問題や弊害の大半は,これに関連している)0
テレビ視聴の時間の問題点としてまず指摘されること
は,テレビ視聴が退屈しのぎ,すなわち時間消費の安直
な手技になっていることである｡ 現在,子どもたちにと
ってすら,家庭は,食事して風呂に入って眠って,その
他の時間はテレビやビデオで時間つぶしする空間になり
果ててしまっている｡ テレビ視聴を中心とする生活は,
個人を単位とする,消費主義的価値観に基づくものであ
るがゆえに,共同体,特にミニマムな共同体としての家
族とさえ対立する｡消費主義的価値観においては,家族
が家族を手段とみなすことを助長するため,家庭は互い
の杵から成り立つ共同体として機能し得なくなる (その
歯止めとして家族の成員同士が ｢家族する家族｣7),す
なわち家族としての役割を意図的に演技することが求め
られる)｡テレビはこのように弱体化した共同体の崩壊
を助長させることにつながる｡
(5)
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また,テレビを見ている時間だけでなく,テレビを見
る時刻もまた,子どもの発達に多大な影響を与えると考
えられる｡幼稚園の子どもたちの中で,夜8時以降もテ
レビを見ている子どもの方が見ていない子 どもと比べ
て,体格,運動能力,食生活の面で問題点が多いと言わ
れている｡その理由は,次の通 りである｡夜遅くまでテ
レビを見ていれば当然,就寝時刻が遅くなる｡テレビを
切っても,頭はまだ興奮しているので,すぐには眠れな
い｡そして,眠るのが遅くなれば,朝なかなか起きられ
ない｡無理して起こせば機嫌が悪く,ぐずぐずしていて,
なかなか朝食を食べないし,時間もないのでつい少しし
か食べないとか,子どもの好きな物ばかり与えたり,と
きには朝食抜きになったりする｡すると,登園してから
も元気がなくて活発に動かないので,運動能力も伸びな
い｡動きが少ないので,おなかがすかず,食欲も出ない
ので,均整のとれた体格にならないというように,すべ
ての面で悪循環となってしまう｡ つまり,子どもたちが
夜遅く,しかも長時間,テレビを視聴することにより,
彼らの一部は不眠症となり,生活リズム (体内時計)を
狂わせてしまうことになる｡そして,こうした狂いは,
不登校や朝食抜きにつながる｡
子どもの発達と睡眠に関する研究によると8),とりわ
け乳幼児の場合,夜,寝ているうちに成長すると言われ
ている｡ 特に,成長ホルモンは平均,午後9時から12時
の間に分泌される｡こうした点でも,夜更かしは乳幼児
の成長発達に深刻な影響をもたらすのである｡
さらに,子どもたちが長時間,何の目的もなくだらだ
らとテレビを見ながら行動することがある｡ただ,こう
して行うことのできる活動は,習慣化した単純な仕事か
記憶に頼る勉強だけなのである｡
それでは次に,長時間のテレビ視聴に伴う子どもの
様々な発達問題について逐一,述べていくことにする｡
3.テレビの効用とその落とし穴
- テレビに対する誤った認識と錯覚-
ところで,テレビは居ながらにして,世界各国のさま
ざまな事件や風景を見せてくれる世界の窓である｡それ
ゆえ,教養に,娯楽にと,私たちの生活の奥深くにまで
入り込み,いまやテレビを抜きにしては,私たちの生活
は成り立たないかのように思われる｡ 私たちは ｢いつの
間にか,テレビを見ていないと,世の中の動きに同時的
共振ができなくなるという不安感覚を身につけてしまっ
た｡それがテレビの日常化である｡｣9) ところが実は,
世界の新たな知識や情報をリアルタイムで伝えてくれる
というテレビの最大の効用にこそ,落とし穴がある｡-
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言で言うと,テレビは ｢ためになる｣という誤解と錯覚
である｡
大都市圏の子どもの実態調査を行ったところ10),テレ
ビについて母親が次のような考えをもっていることが明
らかになった｡次に示すものは,調査票に添えられてい
たコメントをまとめたものである｡
ある母親は,日頃,テレビがついているお陰で,子ど
もが物知りになって,親が教えない言葉でさえも,知っ
ている,ウチの子どもの言葉は遅れていないと述べた｡
また,他の母親は,テレビやビデオを常時つけていた方
がつけないよりも,子どもが言葉や数字など多くの知識
を早く覚えるからよいと述べた｡さらに,他の母親は,
テレビは世界中の情報を入手できるから,つけておいた
方が子どもが国際感覚を身につける上で有益なのではな
いかと述べた｡
いずれの場合も,母親 (親)は,テレビが世の中の最
先端を行っているような気がするがゆえに,自分たちが
話しかけるよりも,テレビを見せておいた方が子どもた
ちが利口になるのではないかと錯覚している｡
一方,子どももまた,テレビが大好きで,生後6ケ月
頃から,テレビをつけておけば,おとなしく見ている｡
1歳,2歳になってくると,画面を見て,まねして踊った
り,歌ったり,コマーシャルなどすぐに覚えて繰り返し
たりする｡それで,大人はついつい子どもにテレビを見
せておけば,子どもはそこから何かを吸収して,頭がよ
くなるように思いがちである｡
しかしながら,テレビでは子どもの欲求や行動,状態
にかかわりなく,一方的に画面や音声が流れ出てくる｡
子どもが泣いていようが,寝ていようが,一切関係なし
である｡子どもがある画面を見て,あるモノをとろうと
しても,あくまで映像であるため,それにふれることは
できない｡また,テレビのまねをして話しても,それを
もう一度そばで繰り返し言ってくれるわけでもないし,
はめてくれたり,間違いを訂正してくれるわけでもない｡
子どもが反応した時には,テレビはもう先のことを話し
ている｡ このように,テレビはあくまでも向こうからこ
ちらへという一方通行の話しかけであり,しかも,こち
らの状態とは無関係なものなのである｡
従って,テレビを見ることによって新しい知識を吸収
し,さらに新しい言葉を覚えていけるようになるのは,
完全に言葉を習得した3歳以上の子どもについてだけな
のであって,それ以前の子どもの場合,たとえどんなに
うまくテレビのまねをして,話したり踊ったりしたとし
ても,それは所詮,音声なら音声,動作なら動作と別々
のものに過ぎない｡
4.テレビの過剰刺激(映像と音)がもたらす身体的影響
一般に,｢感性｣とは,｢刺激に対する敏感さ｣(感受
性)であり,｢驚きの反応｣であるが,この ｢刺激｣を
感受する (子どもの)五感そのものが,メディア技術の
著しく発達した高度情報社会では,根本的に変容してい
る｡その最たるものは,高画質の映像で目を楽しませ,
良質の音声で耳を激しく愛撫する,ハイビジョン型テレ
ど (マルチメディア)である｡
しかし,高性能のテレビは,子どもが強くて激しい刺
激に対して反応できるが,弱くて細やかな刺激に対して
応えられない原因を生み出すことになる｡言い換えれば,
子どもはからだ全体を通じて小さなものや微かな変化を
感受したり,それらに共感したり驚いたりする体験を失
いつつある｡そして,子どもが小さなものや微かな変化
にからだや心が応えなくなることは,そうした体験を介
して深められる自己自身をも見失うことになる｡五感
(感覚)が鈍くなれば,内なる五感としての感性の働き
もまた鈍摩し衰退してしまう｡
しかも,以上述べた,子どもの五感の衰退は,高度消
費社会における商品経済の原理によってもたらされてい
る｡商品経済の原理 (-交換原理)は,モノそれ自体の
使用価値やその交換価値さえも超えて,モノの記号的価
値 (付加価値)によって突き動かされている｡とにかく
モノを多く売って利益を伸ばすために- 視聴率を上げ
るために- ,モノそれ自体の存在価値 (差異性)を高
めるという戦略がとられている｡テレビは,大量に生産
した商品 (モノ)を大衆に大量消費させるための媒体で
ある｡その結果,コマーシャルによる強烈な刺激をもっ
て消費者 (子どもを含めて)の五感に訴えかけることに
なるのである｡
ところで,テレビの音と光の影響について言及すると
き,避けることのできない事件として昭和52(1977)午
12月17日夕方6時51分過ぎに起こった ｢ポケモン･パニ
ック｣が想起される1】)0 ｢ポケモン･パニック｣とは,
ピカチュウがポケモンを奪った,悪役の ｢ロケット団｣
のロケット弾を破壊するために,光線を放った際に,強
烈な光の点滅するシーンが約4秒間続き,それを見てい
た小中学生たちが痘撃,引きつけ,卒倒 ･気絶などの体
調異常を訴え,約700人が病院に担ぎ込まれたという,
わが国のテレビ･メディア史上,未曾有の事件である｡
これは,光感受性発作の典型的な症状であり,大脳のメ
カニズムの異常や失調によって生じるものである｡その
ため,病院に担ぎ込まれた子どもたちには,部屋を暗く
してテレビを見ていた者が多かったと言われている｡
この事件ほどでないにしても,私たち大人ならば誰し
(6)
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も,子どもたちが身動きもせずに,夢中になってテレビ
を見入っている現場に立ち会ったことがあろう｡そのと
きの様子は,子どもたちが何かに集中しているというよ
りも,肺抜けの状態,もしくは魂を抜かれた状態と表現
するのが的確であろう｡というのも,子どもたちは光や
音が瞬間的にかつ大量に頭の中に押し寄せて来て,それ
を全部受けつけることができないとき,彼らは自然と頭
の中にバリアを築くことにより,感覚を遮断すると同時
に,思考停止状態となってしまうからである｡そのとき,
彼らは催眠術でもかけられたのと同じ状態で,周 りのこ
とを何ら感知し得なくなる｡家族の人たちから呼びかけ
られても返事をしないのは,子どもたちがテレビを一生
懸命に見ているからではなく,頭の中にバリアを築いて
何も受けつけない状態にあるからにはかならない｡
このように,テレビやビデオを視聴する人 (特に,千
ども)は,それに目や耳 (諸感覚)と思考を奪われ続け
ている｡彼らは一方的で過剰な情報の洪水にさらされて
いる状態にある｡この場合,情報というより刺激と表現
した方が適切である｡というのも,乳幼児の段階では情
報を情報として選別し,それを意味づけした上で頭脳に
受け入れる能力は未発達だからである｡従って,乳幼児
のテレビづけ生活とは,映像と昔という刺激によってと
きをやり過ごしているだけの状態に過ぎない｡乳幼児に
とってテレビとは,過剰刺激の発信媒体なのである｡
さて,テレビが発する光または映像の子どもたちへの
影響でまず思いつくのは,それを見過ぎることにより彼
らの目が悪くなることである｡それ以外にも乳幼児の場
令,もっと深刻な問題がある｡それはテレビ映像の影響
に伴う斜視である12)0
一般に,大人になっても左右別々に目の動く状態を斜
視という｡子どもは初め,斜視であった｡それが徐々に
左右一緒に目が動くように発達してくる｡実際に両眼一
緒に動くようになるのは,2歳を過ぎてからである｡と
ころで,両眼が一緒に動くようになる前にテレビを近く
で見せておいたらどのようになるのであろうか｡近くで
物を見ると,目の球は真ん中によってしまう｡近くでテ
レビを見ているときの子どもの目を観察すると,目と目
が真ん中に寄っているはずである｡
しかし,普通,テレビを見るのを止めると,目はまた
元の位置に戻るため何ら心配はない｡ところが,0歳～1
歳の子どもの場合,まだ目の動きが完成されていないの
で,テレビを近くで見続けていると,どうしても両眼一
緒に動くようにならない｡結局,両眼を一緒に動かすと
いう発達が遅れて,斜視になってしまう｡斜視も強度に
なると,視力に影響が出てくる｡
(7)
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次に,音声と同様,テレビの画面も,子どもにとって
は,大人と同じように見えるわけではない｡実際の世界
は,三次元であるが,テレビの画面は二次元である｡こ
の,二次元である平面に描かれたものを,三次元の,逮
近感のあるものとして見ることができるようになるの
は,3-6歳にならないと困難である｡従って,早期から
のテレビ視聴は,子どもの視覚を混乱させるという弊害
をもたらすのである｡
5.生活経験のシミュレーション化または疑似体験の影響
ところで,時々,幼児がテレビの主人公のまねをして
高所から飛び降り,大怪我をすることがある｡大人なら
ばテレビで主人公が危険なことをしても,それが普通で
きないことを理解し得るが,幼児の場合,そのことを理
解することができない｡幼児は,大人と比べて生活して
きた年数が短いために,この類の体験量が圧倒的に少な
い｡それだけに,幼児の場合,映像と現実の区別がはっ
きりつかず,主人公と同じことができると思い,そのま
ねをしてみたり,あるいは,そこまで行かなくても,チ
レビの呼びかけに対して返事をしたり,テレビの中の人
が死ぬと,本当に死んだと思ったりする｡
しかし一方で,高度情報化社会では至るところで生活
経験がシミュレーション化されている｡ここで ｢生活経
験のシミュレーション化｣13)とは,生活のなかで創
造 ･冒険 ･発見 ･友情などを実際には経験しないにもか
かわらず,ある種の仕掛けを施して現実に経験したかの
ように錯覚させ,小さな満足感や達成感を味わわせるこ
とを意味する｡元々,｢シミュレーション｣とは,航空
機パイロット訓練の文脈で使用されたもので,｢模擬的
な経験｣のことである｡
しかし,実生活による経験学習が稀薄な子どもたちの
発達にとって生活経験のシミュレーション化は,彼らに
とって ｢模擬的｣というよりも ｢擬似的｣なものとなっ
てしまう｡というのも,｢シミュレーション化｣とは生
活経験が豊かな大人にとって必要なものであっても,千
どもにとっては経験するプロセスを省略するだけの擬似
経験に過ぎないからである｡
6.テレビやビデオ視聴に伴う対人関係および
コミュニケーションの発達不全
- 対人関係の基礎としての母子関係の未形成
(1)共同注視としての二者間 ｢内｣交流 ･二者間 ｢外｣
交流
テレビが子どもの発達に対 して与える影響の中で最も
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深刻なものが,これから述べる影響である｡その影響と
は,単なる負 (マイナス)の効果だけにとどまらず,千
どもの発達に対してプラスの効果をもたらすものをも消
去させてしまうほどのものである｡それは負の二乗の効
果に匹敵する｡
図3 浮世絵の母子像 (周延 ｢幼稚苑｣)
における共同注視
〔-二者間内交流と二者間外交流〕
ところで,浮世絵の母子像 (図3J4)) に見られるよう
に,わが国の伝統文化の 1つに母子間の ｢共同注視
(jointatention)｣15'がある｡共同注視とは,母子とい
う二者間 ｢内｣交流と二者間 ｢外｣交流の二重性 16)の
ことである｡ つまり,二者間 ｢内｣交流とは,｢母親一
幼児｣の身体的交流,非言語的交流,情緒的交流であり,
二者間 ｢外｣交流とは,同一の対象の共有と言語的交流
を意味する｡平たく言うと,図3に示されるように,そ
れは,母親がわが子を抱きかかえることでわが子と身体
的,情緒的交流を行いながら,同時に,母親が (両者の
やや前方にある)対象を指し示し注視しながら,｢コイ｣
と命名することにより,わが子に注視させ,言語的交流
を行うことを指す｡いわば,母親主導で行う,情緒的交
流を伴った ｢ことばの教育｣である｡ この教育法は,浮
世絵に数多く措かれているように (これ以外には,松園
作 ｢夏の宵｣など多々存在する),わが国の伝統的な家
庭教育の方法であったと推測される (後述するように,
その現代版が絵本の読み聞かせである)｡
以上,浮世絵に示されるように,乳幼児の発達にとっ
て母親 (親)との,言葉によるコミュニケーションは欠
かすことのできないものである｡しかも,最新の人間科
学の知見が提示しているように17),コミュニケーショ
ン能力の土台は,人間的な接触,特に母親による語りか
けやスキンシップ,母親と一対一でする遊びなどによっ
てしか培われない｡ところが,子どもが友達と遊ばない,
(8)
言葉で主張することができない,社会性が乏しいなどと
感じた場合,親 (母親)はしばしば,社会性を培う訓練
が必要であると考えてしまう｡そのため,子どもの社会
性を形成させるためには,集団の中に入れ,集団に慣れ
させ,集団からの刺激を受けさせることが社会性を培う
早道だと考えがちである｡しかし,母親との間で培った
コミュニケーション能力の土台 (基本的信頼)がしっか
りしていない子どもは,コミュニケーションのノウハウ
が身についていないために,集団にいる自分に戸惑い,
集団を恐れ,逆に尻込みして内面に引きこもるようにな
ってしまうのである｡
このように,コミュニケーション能力の土台は,母親
(親)とのスキンシップによって培われる｡見方を換え
れば,非行や問題行動などは,コミュニケーション能力
の不足が根底にあって表面化する問題行動である｡幼い
頃に十分なスキンシップを体験しなかった子どもは,忠
春期を迎えた頃,感覚的行動に走りやすいと言われてい
る18).その理由は,スキンシップを十分受けなかった
ことで感覚への固執が残り,それを満たそうと感覚的行
動へと短絡化するためである｡
(2)テレビ視聴の有無と母子間の会話
見方を換えれば,コミュニケーションとはレスポンス
(反応)である｡つまり,ある働きかけに対してまた別
の反応が返ってくることである｡ 具体的に言うと,レス
ポンスとは,泣いたら誰かが来てくれる,笑ったら,誰
かが笑ってくれる,指きしをしたら誰かがその指示物を
代わりに取ってくれるということである｡そのとき,乳
児は言葉や身体表現には意味があるのだと理解してい
く｡ ところが,テレビやビデオはレスポンスすることは
ない｡働きかけに対する反応などは存在しない｡つまり,
テレビやビデオは映像や音がいかに多彩で豊かであって
も,レスポンスがないという意味においては無表情きわ
まるものでしかないのである｡
ちなみに乳幼児期に十分豊かで濃密な母子間コミュニ
ケーションを経験した子どもは,幼児期後半以降に,チ
レビやビデオなどから実に多くの言葉を習得し得る｡し
かし同時に,テレビやビデオだけでは満足しない旺盛な
コミュニケーション能力をも獲得している｡ 従って,こ
うした子どもは,テレビやビデオだけに向かいあってい
る日常に満足することができない,それゆえ,本物のコ
ミュニケーションを求めて,親や友達と遊びたがる傾向
がある｡そして,外に出て,心身のすべてを駆使する遊
びにも熱中することになる｡
ところで,テレビが母子関係に与える影響を実証した
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ものとして,テレビ視聴の有無と母子間の会話に関する
実験が挙げられる19'｡つまりそれは,母親が赤ちゃん
(1歳児)に対して話しかけた言葉の数 (45分)を ｢テレ
ビを付いているとき｣と ｢付いていないとき｣とで比較
するという実験である (この実験では,｢わっ !きれい
ね｡｣ならば2語とカウントする)0
この実験の結果は,表2のようになる｡表2からわかる
ように,テレビがついているときとついていないときで
は,顕著な相違が見られる｡特に,ケース2の場合,チ
レビがついていないとき, 1分間あたり,平均6.0語の
会話があるのに対して,テレビがついているとき, 1分
間あたり,平均0.9語の会話に減少している｡それはま
ったく会話の欠如した状態に過ぎない｡ケース3でテレ
ビがついているとき, 1分間あたり,平均0.2語だとい
うのは,論外にはかならい (それは,沈黙 ･寡黙の状態
を意味する)0
表2 テレビが付いているときと付いていないとき
における母子間 (3ケース)の会話の回数
ケース1 ケース2 ケース3
付いていないとき S.9 6.0 3.9
また,45分中,41分一言もしゃべらない母親がいたと
いう｡つまり,テレビがついている時間は,明らかに母
親から赤ちゃんへの働きかけが減少してしまう｡もし1
日中テレビがついているならば,言葉の獲得に何らかの
マイナスの影響が出ることが考えられる｡このことから,
テレビの視聴時間と母子コミュニケーションは,反比例
することがわかる｡
以上の実験結果は,次のような具体的な生活場面にお
いてより明確なものとなる｡つまりそれは,テレビの家
庭-の侵入に伴い,家族の会話が減少するという事態で
ある｡テレビが家庭の中に入ってくることで,各家庭の
雰囲気や慣習は大きく変容した｡とりわけ,変容したの
は,家庭内での会話である｡食事時中もテレビを見てい
るという家庭は少なくないと言われている｡
また,朝食時はテレビ画面に時刻が出るため,時計代
わりに画面をにらみながら食事をすることが多い｡昼食
時はニュースを聞きながらということで,1時間ぐらい
つける家庭がある｡夕食時はまだ子ども向けのマンガな
どをやっている時間帯に当たるので,これも見ながら食
べるといった具合である｡
テレビを消してあれば,子どもの方へも注意が向くし,
(9)
ー141-
話しかけ可能であるが- 前述 した結果からもわかるよ
うに- ,テレビがついていれば,親子ともどもテレビ
の方に注意が向いているために,子どもも落ち着いて食
べられなかったり,一刻も早くご飯を済ませて,テレビ
を見ようという構えになってしまったりしがちになる｡
ところで,テレビは私たちにとって一方通行的なメデ
ィアであるとともに,それがなぜ子ども (特に,乳幼児)
- 正確には,母子関係- に対して悪影響をもたらす
のかについて実証したものがある｡その実験方法とは次
の通りである20)｡生後3,4ケ月位の新生児と母親との
社会的相互作用を,直接的にではなく,ビデオカメラを
使って行わせる｡つまり,赤ん坊と母親を各々別の部屋
に入れて,各々の部屋にビデオカメラとディスプレイを
置いて,母親の部屋には赤ん坊の映像が,赤ん坊の部屋
には母親の映像が映るようにする｡
その上で,最初,リアルタイム (双方向)の映像を両
者に流し,次に,録画 (一方向)の映像を両者に流し,
2つの実験結果を比較した｡この実験の秀逸なところは,
両者が体でふれあうことを統制した上で,純粋に視覚面
のみを問題にしたことである｡つまり,視覚面で言うと,
リアルタイムの場合が,両者がほぼ同時にまなざしを交
換 しあうケースとなるのに対して,録画の場合は,両者
が時差的にまなざしを交換しあうケースとなる｡後者の
場合,前者と異なり,タイムラグが発生するわけである｡
この実験の結果は,次の通 りであった｡すなわち,リ
アルタイムの映像の場合 (-日常の場面),母親が微笑
むと.乳児も微笑み,満足したのに対して,録画の映像
の場合 (-テレビ ･ビデオの場面と同じ設定の場合),
母親の微笑を録画に撮ってその映像を乳児に見せても,
乳児は微笑まず,不安げで目を反らしたり表情を変えた
りしたのである｡こうした結果の相違は,どのように考
えればよいのであろうか｡
(3)W.コンドンのコミュニケーション論
以上の実験結果を考察する上で,W.コンドンの ｢相
互作用の同期性 (反応の呼応性)｣が有力な手がかりと
なる21)｡コンドンは,コミュニケーションの現場を超
低速で撮影したフイルムを観察し,話し手の身体各部の
微細な動きが音声と完全に同期 していることを発見し
た｡これは常識的にも予測できることである｡ さらに,
コンドンは,聞き手の行動をコマ毎の徹底的なミクロ分
析にかけることによって,聞き手は話し手の発話の音素,
音節,あるいは語に同期して動 くという,予期しない観
察結果を得た｡聞き手の行動が ミクロ水準で徹底的に分
析されることはそれまで一度もなかったので,この現象
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は知られていなかったのである｡この現象が ｢相互作用
の同期性｣にはかならない｡図422)は相互作用の同期性
の特徴をはっきりと例示している｡
図4に示されるように,大人の相互作用の他のフイル
ムから得られた'pressure'という語は,声になる部分
と声にならない部分との対照的な系列をなしている｡こ
の発話のオシログラフ表示は,この音声パターンがどの
ように視覚的に示されるかを例示する目的でここに掲げ
られている｡この語の直前に発せられた'the'(図4には
示されていない)の音声部の/a/音が終わると,それ
に引き続いて非音声部の/p/音が現われ,2コマ (2/
24秒)続く｡これに続いて音声部の/re/が2コマ続き,
それに引き続いて非音声部の/S/音が3コマ続く｡最後
に音声部の/r/が現われ,4コマ続く｡
この語全体は,11コマ,つまり0.5秒弱の長さである｡
聞き手の身体の動きは,話し手の発話の単位の長さに対
応した,あるいはそれに合わせた体制化された動きの束
を示す｡これは特に,'pressure'の/sss/と共に生起
する聞き手の動きの束にはっきり認められる｡
最初,右手の第1,第2指は曲がっていた｡･それが,こ
の/sss/が持続する3コマのあいだ,向きを変えて僅か
に伸ばされ,この部分が終わるとまた曲げられたのであ
る｡さらに,相互作用の同期性という現象は,新生児
(生後わずか20分の新生児)においてさえ起こるという
ことが発見された23)｡大人が乳児に対して "Come
overandseewho'soverhere.●'と言うと,どの乳児も
同じような正確な呼応性を示すことが確認されたのであ
る｡ただ,自閉症など一部のコミュニケーション障害を
例外として,同期のリズムが崩れることはきわめて稀で
(10)
あったという｡
以上,コンドンの実験から実証されるように,聞き手
の身体の動きを調べると,話し手の動きと,まるで鏡に
向かい合うかのように (合わせ鏡のように)同期してい
ることが明らかになったのである｡｢相互作用の同期性｣
現象は,まさに私たちの身体が話し相手の身体の動きを
なぞることによってその話を身体レベルから理解してい
るのだということを示している｡しかも,同期は,相手
の動きを見てから自分の身体を意図的に操作するのでは
なく,相互的コミュニケーション活動の流れに導かれる
(乗る)形で,無意識的に身体同士が呼応し合うことに
よって生じるのである｡ここで,身体 (の部分)を同調
させて動かしていることを特に ｢エントレインメント
(entrainment)｣24)と呼ぶ｡こうした呼応がうまく行
かず,身体の ｢なぞり｣が中断されるとき,私たちは多
分会話に ｢のれない｣ことを感じるであろう｡一方がの
れないと,普通,相手ものれなくなる｡というのも,会
話は2人で1つの場を形成し,1つの行為を遂行する相互
主観的な活動だからである｡
コミュニケーションの場が成立しているとき,しばし
ばそこは外界から切り離され,｢自分たちだけの世界｣
が成立しているように感じられる｡私たちは確かに何か
を共有しているのを感じ,話題についての理解だけでな
く,同じ気分を分かち合う｡ 笑いは確実に伝染する｡と
いうのも,それは,私たちが心身の全体で互いに同期し
ているからである｡私たちは相手の言葉を｢頭でわかる｣
だけでなく,｢身体でも理解している｣のである｡この,
身体的レベルでの理解,すなわち ｢肺に落ちる｣,｢身に
姑みてわかる｣を支えているのは,全身の ｢なぞり｣活
動なのである｡コンドンの知見以外に,聞き手が相手の
話に共感しているとき,自らのからだの一部を触るとい
う知見があるが,それは ｢自己壕触行動｣25)と呼ばれ
ている｡
こうして,話し手と聞き手が同じ気分を分かち合うこ●
とをはじめ,相手の身体を相互的になぞりあう活動のこ
とを,コンドンは ｢コミュニケーション･ダンス｣26)
と呼んだ｡従って,対話 (コミュニケーション)とは,
相手の動きに呼応しつつ,個人の動きを超えたリズム
(雰囲気)にのり,さらにこの ｢のり｣を進展するべく.
新たなステップを相手に呼びかけていく運動であると言
える｡意識の上で明滅する言葉の意味とは,身体の意味
生成ダンスの,水面上に現れた氷山の一部に過ぎない｡
その意味で対話 (コミュニケーション)は,情報伝達と
いうよりも他者との相互理解が目的となる｡比喰的なイ
メージで言えば,2つの頭をコードで結ぶことではなく,
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2つの身体が 1つのダンスを踊ることである｡そのため
には,2人はお互いに相手をなぞ りつつ,次第に呼吸を
合わせていき,ついには2つの身体が,1つの踊る身体の
2つの部分に感じられるようになるまで共振する必要が
あろう｡
このように,対話 (コミュニケーション)とは,結局,
心身の全体的な活動である｡言葉は,その活動の,表面
に突出した部分に過ぎない｡繰り返すと,コミュニケー
ションが成功し,相互理解が実現するためには,青葉の
やりとりの水面下でお互いに相手の身体をなぞり,その
態勢を (そして,意味を)身体で理解しなければな.らな
いのである｡
以上述べた,コンドンの心理学理論に基づくと,前述
した実験の結果は,次のように説明することができる｡
視覚面では,乳児がごく普通に母親とかかわる場面に近
い ｢リアルタイム｣の映像の場合,母親と乳児が ｢相互
作用の同期性｣状態にあるがゆえに,両者は同じ気分を
分かち合うことが可能となる｡母親が微笑むのに同期し
て,乳児もまた微笑むということは,そのことを端的に
物語っている｡それに対して,乳児がテレビを見ている
場面に近い ｢録画｣の映像の場合,乳児は母親が微笑む
のを見ても,微笑むことがなく不安げな様相を里するの
は,両者がシンクロできないためである｡それどころか,
乳児はテレビよろしく,一方通行の映像 (テレビに登場
する母親)を見せられるため,その映像と同期すること
ができず,不快感を示すことになる｡このときの乳児の
気分を代弁すれば,｢不快だ｣となろう｡乳児 (子ども)
がこうした一方通行の映像を常時見続けることは,その
子どもに多大な不安感やストレスを与えることになり兼
ねないのである｡ 以上のことから,この実験は,一方通
行のメディアとしてのテレビが子どものコミュニケーシ
ョンを疎外するものであることを示していると考えられ
る｡
7.テレビによる表情読解力の欠如
- アニメ的人間理解-
ところで,最近の子ども (小学生)は,対人関係にお
いてアニメのようにきちんと作られた表情や動作だけし
か読み取ることができないと言われている｡小川信夫は
そうした現象を ｢アニメ的人間理解｣27)と呼ぶ｡アニ
メを長時間視聴する,今の子どもたちは,アニメに描か
れた,はっきりとした表情やデフォルメされた表情,す
なわち ｢かわいい｣- 口唇的には ｢かわゆい｣- と
いう価値観をもとに,誇張された表情 しか認知 (理解)
することができない｡しかも,そのわかりやすい表情で
( ll)
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図5 アナログとしての笑い
満足してしまうがゆえに,彼らは,唆味で中間の表情の
変化や,そうした表情に表される心の動き (機微)など
を認知 (理解)することが著しく困難なのである｡
以上述べたことを,図528)で説明したい｡｢笑い｣と
はアナログ的なものである｡そのことは,図5に示され
るように,微笑み (smile)と呼ばれる顔付きの笑い (a)
から始まり,b-C-dというように,徐々に大きな笑い
へと連続的に変容させ得ることからわかる｡図5の最後
の,笑いもしくは大笑い (laugh)と呼ばれる顔を巻き
込んだ笑い (d)は,福笑いのように,あたかも顔の秩
序を混沌に落とすかのような大きな笑いである (実際に
は,これよりも大きな笑いを図示することも可能であ
る)｡図5のa～dのうち,今の子どもたちすべてが容易
に理解し得るのは,dのlaughだけであると推測される｡
恐らく,半数の子どもたちが認知可能なのは,Cであり,
ごく一部の子どもたちだけが認知可能なのは,bであり,
さらに,aになると,ほとんどの子どもたちが認知し得
ないのではなかろうか (これはあくまで,前述した ｢ア
ニメ的人間理解｣の実態をわかりやすく説明するために
図で説明したものである)0
ところで,ひとのこころが読めない子どもたちは,内
向的で表情を顔にも出せず,自分を明確に表現すること
ができない- 要は何を考えているのかまったくわから
ない- "ネクデ'の子どもをスケープゴー トにしてし
まう可能性がある｡しかも,最悪なことに,いじめられ
た子どもはますます自分の殻に閉じこもり,表情を失っ
ていくとともに,一方,いじめる方 (傍観者を含めて)
はいじめられた子どもがどのように感じているかについ
ても無関心であるため,いじめはどんどんエスカレー ト
していくことになってしまう｡要するに,｢いじめる-
いじめられる｣関係は,悪循環に陥り,歯止めが効かな
い｡また,他の子どもたちは子どもたちで,自分自身が
いじめの被害者 (ターゲット)にならないために- 自
己保身のために- ,あくまで傍観者として目立った行
為をせず,知らないふりをしたり,あるいは ネ`アカぶ
りっ子"- "明るく" ハ`キハキ"- を演技 し続け
たりしなければならない｡
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このように,テレビからの影響は,子どもたちのアニ
メ的人間理解を生み出す一原因になることにより,深刻
ないじめ問題にまで影を落としているのではなかろう
か｡
8.｢感情教育｣としてのテレビ
前述した ｢アニメ的人間理解｣のように,子どもたち
はテレビを通してアニメを長時間視聴するために,はっ
きりとした表情およびそれに対応する心の状態 (｢大変
悲しい｣とか ｢大変うれしい｣とか,笑いの中では ｢顔
を巻き込んだ笑い｣とか)を理解することしかできなく
なりつつある｡ こうした傾向と符合するかのように,チ
レビで流される番組もまた,登場人物の表情を画面一杯
にアップにしたり,大げさにしたりしている｡要するに,
喜怒哀楽が激しくなっている｡テレビ番組は,アニメ,
ドラマ,バラエティ,ニュース報道等々といったものが
挙げられるが,これらすべてが各々の流儀で,感情を激
しく表現するものになっている｡ 例えば,ドラマでは登
場人物が怒ったり,泣いたり,笑ったりするシーンが短
いスパンで多用されている｡また,バラエティでは恋人
同士が互いの秘密を告白することで感情を爆発させた
り,ときには喧嘩別れしたりすることも少なくない｡あ
るいは逆に,本物の恋愛や愛の告白をテレビ番組の中で
行うものさえある｡さらには,孤島でサバイバルゲーム
を実演する中で参加者 (素人)が自らのプライバシーを
露出したり,他の参加者への憎悪を剥き出しにしたり,
ときには他の参加者を陥れたりする｡大金を獲得する人
気クイズ番組では司会者と出演者が心理戦を繰り広げ
る｡ 特に,大金を手に入れたとき,出演者はテレビに出
演していることも忘れて狂喜乱舞する｡ また,お笑い番
租では,視聴者への配慮を無視して,お笑いタレントが
プライベートなことをさらけ出したり,"本気になっで'
怒ったり喜んだりする｡ しかも,そのコメントがテロッ
プで画面に大きく映し出され,強調される｡ テレビ画面
には ｢マジギレ｣とか ｢号泣｣といった感情表現が踊っ
ている｡
このように,現在のテレビ画面は,激しい喜怒哀楽で
埋め尽くされている｡ 従来 (本来),テレビとは,その
フレームの中で出演者が意図的に演じる(役割演技する)
ところであった｡テレビ番組は,適度な自己コントロー
ルや感情コントロールによって構成されていたがゆえ
に,視聴者はそれを安心して,しかも適度の距離を置い
て享受することができた｡ところが,現在のテレビは,
視聴率を獲得するために,視聴者への刺激の強さだけを
求めるものになり果てつつある｡ 現在のテレビは,好む
好まざるにかかわりなく,出演者の喜怒哀楽を直視する
ものになっている｡ しかも,制作者は視聴者が飽きがこ
ないようにと,刺激的な場面を多用する｡その場面の中
で用いられるのが,出演者自身の感情 (素の感情)なの
である｡ とりわけ,出演者がタレントではなく,素人で
あるとき,その感情は意図された感情としてでなく,
"本物の"感情として露出されてしまうことが少なくな
い｡こうした,"本物の'感情は,視聴者にとって生々
しいものと映る｡
現在,テレビ画面の中で起こっているのは,まさに
｢現実｣なのであって,虚構でも演技でもない｡日常世
界で起こっていることが,純粋な形式においてテレビ画
面の中で起こっているのである｡ その意味でテレビ画面
は,日常世界を増幅させたものだと言える｡
ところで,テレビ画面における感情の露出 (表出)と
は,テレビの個人化を意味する｡ 今までは到底人前に出
すことのできなかったプライベー トな部分や秘密が,辛
然と表出されているのである｡
ところが,テレビとは元来,公共の電波であった｡そ
こでは私的でプライベートな事柄,特に感情は発露され
得なかった (たとえ表出されても,それは公共のフレー
ムで極力,制限されていた)｡ところが,現在では公共
の電波を借りて個人的な感情が視聴者によって観賞され
ている｡ 公共性の解体の最前線こそ,テレビにはかなら
ない｡現在,テレビは社会そのものを映し出す装置では
なく,私的な個人を映し出すそれに過ぎない｡それゆえ,
テレビは子どもたちにとって公共性を形成する上での教
育装置とはなり得ない｡むしろ,テレビこそ,他者に向
けて 本`物の自分'や "本物の感情 (心)"を表出 ･表
現することを良しとする "新しい感情教育"の媒体なの
である｡
そして,こうした 新`種の感情教育"のあり方は,現
在のサイコバブル社会を支持するものとなっていると考
えられる｡ 例えば,テレビでタレントや素人が '本物の
感情"をさらけ出す場面を見た子どもたちが,自らの心
のうちを直に他者 (特に,教師)に向けて表現すること
があたかも正しいことであるかのように判断し,実行し
てしまうことは,この "感情教育"の成果だと考えられ
る｡ その子どもにとってその行為は,自らの欲望 (`本
物の感情")を他者が ｢受けとめてくれるか/くれない
か｣ということだけを目的としたものに過ぎない｡公共
の中で形成される人間関係は,自らの欲望 ("本物の感
情●')を抑制し,自らの役割を無意識的に演じあうとこ
ろにあると考えられる｡ その意味で,本来 (従来),公
共の電波と言われたテレビが公共性を度外視して,…本
(12)
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物の感情"をさらけ出す場所になっていることについて
再考すべきであると考えられる｡
9.テレビによる ｢イメージー言葉｣発達の阻害
一般に,言葉は周りの人たちとの相互交流と話 しかけ
の中で育つものである｡ テレビが話す日本語 (特に,コ
マーシャル)は,同じ日本語ではあっても,子どもの現
在の状態や行動とは無関係の日本語に過ぎない｡このよ
うに,すべての人に向けられる,裏を返せば,誰に対し
ても向けられたものではない,非人称の日本語を多く聞
かされても,言葉を覚える過程にある乳幼児の言葉は育
たないと考えられる｡にもかかわらず,大人はそれが,
意味のない日本語であると認識していないのである｡
当然のことながら,テレビは,子どもの年齢に合わせ
て話してはくれない｡しかも,大人が子どもに話しかけ
るときには,必ずいま目の前にあるモノについて話して
いる｡ 子どもは,自分の目でそれを見て,手でふれて確
認することができる｡ 言葉を覚えていく過程では,こう
した自分の体験と同時に,それを現す音声が耳から入っ
てくるということが重要である｡
言葉遅れの子どもの場合,コマーシャルしかしゃべれ
ないという子どもが少なくない｡そうした子どもたちの
多くが,言語の発達に異常があり,オウム返しや独 り言
など普通の子どもには見られない変なしゃべ り方をした
り,耳は聞こえていると思われるのに,3歳,4歳になっ
ても一言も話したりしない子どもが存在する｡ このよう
に,コマーシャルは口をついて出ても,簡単な日常語で
さえ理解できない子どもが存在する｡コマーシャルが歪
んだ感性をつくってしまうということで,諸外国ではコ
マーシャルを厳 しく規制している29)｡例えば,イギリ
スでは玩具やお菓子のCMにテレビ番組の主人公を使う
ことができない｡ギリシャでは玩具のCMは全面禁止さ
れている｡オース トラリアでは就学前の子ども番組の中
でのCMは禁止されている｡ そしてテレビ王国であるア
メリカでさえも,子ども番組の主人公 (キャラクター)
をCMに使うことは禁止されている｡ このように,諸外
国では,コマーシャルが子どもに及ぼす影響を十分配慮
して,CMのルール作 りを実施している｡ その点だけか
らみると,わが国の場合,まったく反対の状況にある｡
むしろわが国では,子ども番組の主人公やキャラクター
は,テレビだけでなく,あらゆる商品で多用されている｡
商品 (例えば,ふ りかけ,風邪薬,自転車等々)を購入
するに際して,小さな子どもやその親は,その商品の効
用とは無関係に,そうした主人公やキャラクターの映像
があるからという理由で選択することが少なくない｡わ
(13)
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が国の子ども市場は,人気子ども番組 (アニメ)とスポ
ンサー (大手の製菓会社)が連携することにより開発さ
れてきたという経緯があり,従来,コマーシャルと子ど
も番組 とはタイアップするものと考えられてきた30)｡
しかし,コマーシャルが子どもにもたらす影響を考える
とき,諸外国が行っているように,CMのルール作 りを
していかなければならないと考えられる｡
そして,同時に考えなければならないのは,コマーシ
ャルに典型化されるように無人称の日本語がテレビを通
じて流されることによって,今の子どもたちの言葉使い
にほとんど地域差がなくなってきたことである｡現在で
は,地方の子どもであっても,都会で話すような日本語
あるいは標準語に近い日本語を話すことが少なくない｡
言葉が生活に密着したものであることを考えると,すべ
ての子どもたちが同じ発音 ･イントネーションや同じ言
葉使いをすることは,異様なことである｡ 正確には,今
の子どもたちは地方や都市に関係なく,いかなる生活の
コンテクス トにも根ざさない- どこにもあるが,どこ
にもない- 無人称の日本語を話している｡ これがテレ
ビが流すコマーシャルに基因するとすれば,コマーシャ
ルのあり方を見直すことが必要である｡
また,言葉が遅れて出てきた子どもは,大人とは会話
することが可能である｡ というのも,大人は,十分子ど
ものことを配慮しながら,応答するからである｡ところ
が,同世代の子どもとの会話は著しく困難である｡ とい
うのも,周 りにうまく反応することができないために,
一緒に遊ぶことができないからである｡
ところで,普通つけているテレビの音は,人間の話し
声の大きさとそう変わらないために,テレビが常時つい
ている部屋で育った子どもは,人間の声に対して鈍感に
なってしまう｡ そうすると,周囲からせっかくその子ど
もの動作や状態に合った話しかけをしたとしても,それ
が頭の中で結びついて言葉にはなっていくことができな
い｡
乳幼児が言葉を覚えるのに必要なのは,直接的な話し
かけである｡テレビやラジオのように,一方的に音が流
れてくるものは,言葉を覚えるに際して役に立たない｡
しかも,テレビは,朝から晩まで,絶え間なく音と映像
を流している｡ テレビは一方的に音と映像を流すだけで
あるから,言葉の習得には役に立たないのである｡
テレビは,常に私たち (子ども)の視覚を占領してい
る｡ このとき,耳から言葉を聞きながら,目で画面を見
ていることから,自分の頭の中にイメージを作る必要は
ない｡∫-P.サル トルを持ち出すまでもなく,何かを知覚
している (-目で見ている)ときは,頭の中で何もイメ
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-ジすることができない｡ということは,私たちがテレ
ビを見ているとき,画面に目を奪われることになるため,
私たちはテレビから送られてくる音声や文字から何もイ
メージすることができないということになる｡ 従って,
テレビばかりを見ていると,音声を聞いたり文字を見た
りしたとき,その音声や文字が喚起するイメージが頭の
中に浮かんでこなくなる｡ 音声を聞いたり文字を見たり
しても,それらは安易に目の前の映像と結びつき,自分
の頭の中でイメージが育つことはない｡つまり,音声や
文字をイメージに置き換える力が育たないのである｡ テ
レビの視聴を通じて,目で映像を見て,耳で音声を聞い
たり文字を見たりすることが習慣化されてしまうと,そ
れらを聞いたり見たりして頭の中にイメージを浮かべる
ことは,困難になってくる｡ 頭の中にイメージが育って
いないがゆえに,それを言葉にして表現していく力が生
まれるはずがないのである｡
これとは対照的に,体験と言葉を同時に繰 り返すと,
今度は言葉を聞いただけで,その言葉のイメージが頭の
中に浮かぶようになる｡言葉の働きとしては,イメージ
が頭の中に浮かぶというのが重要である｡言葉のイメー
ジを使うことでイメージのやりとりを行うことによっ
て,私たち (子ども)はいま,目の前にあることだけで
なく,遠くの人たちとも情報を交換でき,過去の人々の
文化遺産を引き継いで,将来に向かって計画を立てるよ
うになるのである｡
10.テレビによる様々な能力の発達不全
前述したように,今や,テレビは個々人のプライベー
トな喜怒哀楽 (感情)が露出してくる ｢非公共的な-私
的な｣空間であり,子どもを含めて視聴者は,そうした
感情がさらけ出される場面をより多く求めて,ザッピン
グ(-リモコンを使ってチャンネルを忙しく変えること)
を行っていく｡むしろある特定のテレビ番組やチャンネ
ルに留まっている方が奇異に感じられるほど,視聴者は
ザッピングによってテレビ番組を回遊していく｡やがて,
そうした行為は,常態となり,視聴者は激しい感情の発
露- 正確には,過剰な刺激- に対して無感覚になっ
てしまう｡
そのことは,裏を返すと,テレビばかりを見ていると,
物事をじっくりと考えることができなくなってしまうと
いうことになる｡つまり,過剰な刺激によって思考停止
状態に陥ってしまうことになる｡
さらに,テレビが常時ついていると,ぼんやりしてい
る時間というものが,いつの間にかなくなってしまう｡
ぼんやりしているときとは,それまでに頭の中に蓄積さ
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れた知識や経験が自由に解き放たれて,頭の中を駆けめ
ぐっている｡そして,意識的に考えていたときとは別の
結びつきをとって突然頭の中に現れる｡テレビが普及し
てから,このぼんやりしている時間が相対的に減ってき
てしまった｡さらに,テレビの視聴にともなう,意欲の
低下も起こっている｡この場合,ただ,だらだらとテレ
ビを見続けるという消極的な態度が身についていくだけ
である｡
物事を自分で考えるときには,現象を言葉に置き換え,
言葉によって考えていくが,テレビを見ているときには,
この置き換え不可能となる｡
さらに,テレビというのは,あくまで受け身のモノで
あるがゆえに,子どもが様々な想像を働かせて遊ぶ
(｢見立て｣遊び)という部分がまったくない｡本を読む
楽しさや,おもちゃで遊ぶ楽しさを体得した子どもたち
は,イマジネーションをもっているため,テレビがなく
ても少しも退屈しないはずである｡
ll.テレビによる学校での私語の増加現象
ところで,テレビは思いもかけないところで子どもの
発達に影響を及ぼしている｡ その事例の1つが,授業中
の私語である｡それはテレビの普及とともに増えてきた｡
今では,高校や大学だけでなく,幼稚園や小学校でさえ
顕著である｡
学校での私語は,テレビの普及とともに育った子ども
が大きくなっていった軌跡と時を同じくしている｡普通
の会話では,相手が話しているときは,相手の方を見つ
めて,こちらは黙って話を聞く｡もし,勝手に聞き手が
話し出したら,話している人は話を止めるか,もっとこ
ちらの話を聞きなさいと注意を促すかするであろう｡と
ころが,テレビの場合,自分がどれほど勝手に私語をし
ても怒ることはない｡テレビは,話の途中で勝手に話し
ても,あるいはチャンネルを切り替えても文句を言わな
い｡こうして,テレビによる生活習慣が身についてしま
うことにより,人の話を聞きながら勝手なことを平気で
できる状態に慣れてしまうと,教室でもそれが普通にな
ってしまうのである｡
12.マルチメディアとしてのテレビと感情発達の困難性
∫.ハ-リーは,コンピュータが子どもたちに与える影
響を指摘する中で,感情リテラシーは自分 1人では学習
できず,他の子どもや大人との交流を通して学んでいく
しかないということを指摘している31)｡自分が想定し
た事態をはるかに超える展開があり,それに対処する方
法を模索する｡ そのときに働くものが感情である｡ 自分
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からの働きかけに対して意外なレスポンスがあって,そ
れに対処しようとするときにこそ,コミュニケーション
が深まっていくことになる｡
A.R.ダマジオが述べるように32),感情は複雑な状況,
すなわち選択肢の多い状況の中で意思決定判断を下すと
いう働きを有する｡これに対して,知性は選択肢や可能
性を増やすだけである｡例えば,約束の時刻に遅れそう
な場合,タクシーで行くか,電車で行くかといった選択
肢を考えるのが知性の働きであるのに対して,感情は,
知性が作り出したそうした選択肢の中から最善のものを
選択し,行動に移す働きを有するのである｡たとえ.道徳
の授業を通じて子どもたちが道徳的行動の選択肢をより
多く学習したとしても,学級でいじめがなくならない最
大の理由は,そのことから説明できる｡ つまりその理由
とは,道徳の授業では道徳的行動に関する知識 (選択肢)
を習得し得ても,その中から最善の知識を選択し,行動
に移す際に必要な感情を習得することのできないことに
ある｡普通,感情は,様々な対人関係を形成していく中
からその都度醸成していくことしかできない類のもので
ある｡その意味で,テレビが感情を醸成し得るという可
能性はまったくないのである｡ テレビやマルチメディア
としての高性能の電脳機械が子どもに対して構築できる
のは,知性,それも脱文脈的で限られた知性だけなので
ある｡繰り返すと,コンピュータやそれと同等のテレビ
には事態を超えた展開への対処,いわば意外性が欠如し
ている｡そうであるがゆえに,それらを使用している限
り,感情が働く場面は存在し得ないし,感情を醸成し得
る機会も存在し得ないのである｡
さらに,コンピュータと人間との間には擬似的なコミ
ュニケーションが演出される｡ しかし,演出である限り,
意外性には限りがある｡つまるところ,きわめてパター
ン化された作業の反復が連綿として続き,感情を動かす
必要もなくなり,さらにはコミュニケーションの実感な
どを体験することができないまま,時間だけが過ぎゆく
結果になってしまう｡
前述したように,テレビやビデオは一方通行の情報で
ある｡ところが,コンピュータを相手にすると,単純に
一方通行の情報にさらされるのではなく,擬似的または
限定的でありながらレスポンスがある｡その分,コミュ
ニケーションしているという錯覚を抱いてしまうことに
なる｡ そのため,より深くはまりやす く,飽きにくく,
従って深刻な弊害を招くことにもなり兼ねない｡その意
味で,コンピュータは双方向性機能をもつテレビと同等
のものだと考えられる｡ 見方を換えると,双方向性機能
をもつ,マルチメディアとしてのテレビもまた,コンビ
(15)
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ユータと同様の,子どもの発達問題を起こしかねないの
である｡
このように,テレビやビデオをはじめ,コンピュータ
やテレビゲーム,総じて電脳機械は,みな同じ問題点を
持っている｡人間同士のかかわりがもっとも必要とされ
る時期,こうしたメディアにさらされている子どもたち
は,一方通行 (擬似的な双方向性を含めて)の映像,普,
光に無意識の消極的反応をしているだけである｡総じて,
電脳機械は,一方通行の刺激でパターン化された動きし
かしないものに対しては,すべて注意を払い,子どもが
はまっていないかどうかに注意を払うべきである｡
さらに,早期教育の典型として,乳幼児にフラッシュ
カード遊び (言葉,絵,漢字,アルファベット,英単語
を書いたカー ドを見せて,学習させるもの)がある｡こ
うした早期教育は,いかにも知的な能力の発達を促進す
るように言われながら,その実,単純な反復練習の連続
でしかない｡指示に対して一定の反応をすれば,｢よく
できた｣と認められる｡そこでなされているのは,コン
ピュータがもっとも得意とする単純なルーチンワーク
(かつてのプログラム学習)である｡それは,指示に対
して一定の反応をする反復訓練を行うことだけである｡
指示に反応するだけの早期教育を強制され,一方通行の
学習ビデオを与えられる一方で,力いっぱいの外遊びの
チャンスを奪われるというのが,今の子どもたちの現状
である｡
13.活字文化からみえてくる電子文化の問題点
- テレビと読書 (絵本)の対照-
一般に,読書は,読むという意志,読んでいる内容を
思い描くという想像力,前後の脈絡をつなげていくとい
う思考力など,静的ではありながらかなり幅広い能力を
動員しながらの行為である｡落ち着いた気分を保ち,集
中力の持続ができなければ楽しむことのできないものが
読書という能動的行為である｡読書は,子どもにとって
自分自身の意欲や興味を一定の意志を保ちながら何事か
に向け続けられる状態と力の雛形である｡
ところで,幼児にとって絵本は,人生最初の読書行為
となる｡確かに,見ているという点では,絵本の絵もテ
レビの画面も何ら変わりはないが,絵本は動 くことはな
い｡動かないということは,その絵を見つめている時間
が長いということになる｡つまり,聞き手である子ども
は,お話を聞きながら,自分の頭にその場面を刻み込む
ことができる｡もし,もっと見ていたかったらその場面
で立ちどまることが可能である｡お話の部分に比べると,
絵本は1つの場面しかないので,その絵に出てこない部
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分は自分の頭の中で補っていくしかない｡つまり,絵本
はわずかな挿絵を手がかりにその絵に出てこないイメー
ジを子どもが作 り出すことによってイメージと言語を結
びつけていく媒体なのである｡その場合,どんな場面を
補っていくかは,絵本を見ているその子ども,その子ど
もに任されている｡ しかも,絵本は子どもと一緒に本を
もって子どもの表情を見ながら読んでやれるところが優
れている｡それは前述した,母子間の共同注視に該当す
る｡最近,図書館や保健所で母親 (親)と乳児に絵本を
手渡し,母親が絵本で乳児に語 りかけることを促進させ
ることを目指す,ブックスタート運動が起こっている33)｡
こうした絵本 (本).という活字文化からみると,テレ
ビは,次から次へと場面が現れるため,どうしてもそれ
に囚われてしまって,自分の頭の中にイメージを浮かべ
ていくという作業ができなくなってしまう｡ これができ
ていないと,学校に入ってから本を読んでいく場合に大
変困難になると考えられる｡
大きくなって本を読む場合,見ているのは確かに文字
であるが,私たちはそれを頭の中で音声に置き換え,さ
らにこの音声をイメージに置き換えて文章の意味を理解
している｡それが円滑にできるようになるには,その前
提として,音声をイメージに変換することが容易にでき
なくてはならない｡テレビばかり見ているだけでは,そ
の力が育つことはない｡
また,テレビを見るときは,テレビに合わせて見るし
かないが,本の場合,自分の頭のテンポで読むことがで
きる｡ テレビが繰 り出す機械的なテンポに合わせて見る
ことに馴れてしまうと,自分の頭で考えることができな
くなってしまう可能性がある｡
14.テレビがもたらす｢大人/子ども｣関係の枠組みの変容
ところで,子どもたちに対するテレビの影響に関して
どうしても言及しておくべきことがある｡ すなわちそれ
は,N.ポス トマンがいみじくも指摘 したように34),チ
レビを中心とする映像文化 (電子的な声の文化)が活字
文化に取って替わることによって,従来,存在していた
｢大人/子 ども｣という関係の枠組,すなわちその区別
が消滅したということである｡ その理由は次の通りであ
る｡ 第 1には,テレビにはその方式を理解する教育は必
要ない,第2には,テレビは精神にたいしても人間の行
動に対しても複雑な要求をしない,第3には,テレビは
視聴者を選ばない｡最も重要なのは,テレビ映像を理解
するのに特別な能力を必要としないということなのであ
る｡ だからこそ,テレビは,これまでの ｢大人/子ども｣
という区別を消滅させることにつながる｡
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言い換えると,テレビの前では大人も子どももまった
く対等な,情報の消費者であり,子どもは容易に大人の
世界に触れることができる｡ ここで大人の世界とは,性,
死,悪といった大人の秘密,または大人社会の裏と表を
意味する｡ その典型がニュース番組,あるいはニュー
ス ･ショーである｡ それらは,世の中で起こった悲惨な
事故や事件,性的スキャンダルや異常な性愛,社会的不
正などをテレビドラマとは異なり,露骨な形で (剥き出
しで)子 どもに伝えてしまう｡ テレビは子どもにとって
まさに性,死,悪の公開の場所であると同時に,隠され
るべき裏通 りの文化 (情報)を表通 りの,公認の文化と
して価値伝達していく媒体なのである (テレビそのもの
は,すべての情報を表通 りの文化として流通させる伝達
形式にはかならない)｡以上述べたことは,図6としてま
とめることができる｡
(視線)
大 人-
(消費者)
※対等性
(消費者)
子ども-
(視線)
テ レ ビ
(インター
ネット)
｢性 ･死 ･悪の公開｣
(秘密の露呈)
大人～小さな大人
図6 テレビにおける ｢子ども｣と ｢大人｣の対等性
例えば,もし,テレビのニュースが新聞によって活字
報道された場合,子ども (特に,幼児)は理解できるで
あろうか｡一般に,5歳程鹿の子どもにとって活字報道
されたニュースは理解できないと言われている｡ という
のも,活字 (読み書き算)は,｢子ども期｣に学校 とい
う空間で学習しなければ習得し得ない類の能力だからで
ある｡活字は,論証的,表現的,純理的なメディアなの
である｡ 見方を換えると,テレビはそれだけ,直感的,
即時的,感情的なメディアだということである｡ だから
こそ,ポス トマンが指摘するように,特別な能力は不要
なのである｡ テレビ,さらにインターネットは,情戟を
瞬時に消費する電子媒体であり,それを消費するのに,
教育や知識の差は問題にならないのである｡繰 り返すと,
60歳の初老の人であろうと,5歳の子どもであろうと,
同じ時間に情報を消費することが可能なのである｡
こうして,テレビを中心とするマスメディアは,｢大
人/子ども｣という区別を超えてすべての消費者に対等
な形で享受されている｡ もはや大人が子どもに対 して,
テレビ等を通して伝達される情報をほとんど規制するこ
とができない｡むしろいまの子どもは,この手の情報を
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入手することに長けていて,大人以上の力を発揮してい
る｡
以上,乳幼児を中心に据えつつ,子どもたちに対する
テレビの影響,特にその発達問題について述べてきた｡
それでは次に,こうした子どもの発達問題 (生活問題)
に対する対策について述べていくことにしたい｡
Ⅳ.テレビ問題への対策と提言
一 結語に代えて-
序論で述べたように,わが国よりも早く地上デジタル
放送を開始したアメリカでは,子どもが少なくとも2歳
になるまでは,テレビやビデオを一切見せてはならない
ということを唱える研究者が登場した｡そのことを受け
てわが国でも日本小児科医会が2歳まではテレビの視聴
を控えめにするよう提言している｡
テレビの,子どもの発達に対する影響として最も深刻
なのは,すでに述べたように,テレビが子どもの,言葉
によるコミュニケーションおよびそれに基づく対人関係
(特に,母親 [親]との関係)をないがしろにすると同
時に,テレビに長時間向き合うことで言葉遅滞の子ども
を作り出してしまうということである｡ こうしたメディ
アによる擬似的コミュニケーションでは,子どもの知性,
言葉,感情のいずれも育つことはないのである｡しかも,
子どもたちに真正のコミュニケーションの契機を与えな
いということは,彼らから対人関係の中で味わう楽しみ
や喜びを奪い,彼らの世界を単相的なものに染め上げて
しまいかねないのである｡
最後に,日本小児科医会からの提言,特にテレビ問題
の先駆者である片岡直樹の提言に即してまとめると35),
｢新しいタイプの言葉遅れ｣を予防する方法 (対策)は,
次のように記述することができる｡
まず第1に,テレビは消すことである｡ とりわけ,2歳
未満の乳幼児期のテレビの視聴は禁止すべきであると考
えられる｡ そして,言葉遅れの子どもを治療する場合は,
年齢とは関係なく,全面禁止にすべきである｡
第2に,テレビを視聴する場合でも,子どもが1つの番
組を見終わったら,必ずスイッチを消すことである｡ 要
は,計画をもって見させることである｡また,3歳児の
場合は,1日1時間以内を限度とすべきである｡
第3に,子どもにながら視聴はさせないことである｡
目的のないテレビ視聴は,だらだらと視聴時間を延ばす
ことにしかならないので,極力させないことである｡
第4に,子どもに録画しての繰 り返し視聴はさせない
ことである｡ 実は,ビデオレンタル代が値下げした1995
(17)
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(平成7)年頃から子どものテレビ･ビデオ視聴の時間が
長くなっている｡ ビデオのレンタル料金の値下がりと,
言葉遅れの子どもの増加とのあいだには相関関係が推測
される｡その意味で,ビデオの ｢大衆化-大量消費化｣
には留意すべきであろう｡
第5に,第4との関係で家庭では市販作品 (ビデオ)は
買わないことである｡
第6に,家族の人たち (親)が子どもと向かい合って
遊ぶことを厭わないことである｡
第7に,第6とほぼ同じことであるが,家族の人たち
(親)が抱っこやスキンシップを惜しまないことである｡
第8に,何度も繰り返し強調したことであるが,家族
の人たち (親)が子どもと一緒に絵本を読むことである｡
特に,母子間の共同注視 (二者間 ｢内｣交流および二者
間 ｢外｣交流)という伝続文化をもつわが国の場合,母
子間の共同注視の現代版とも言うべき,絵本の読み聞か
せの意義は,何度強調しても強調し足りない｡母子間の
絵本による共同注視は,母子間のかかわりや言葉による
コミュニケーションを促進するだけではなく,テレビに
よる子どもの発達問題をも解消する契機となり得る｡今
後,一部の図書館や保健所で開始されたブックスタート
運動の普及が注目されよう｡
第9に,第8とほぼ同じであるが,家族の人たち (親)
が子どもと一緒に歌を唄うことである｡ 歌や音楽は,育
葉の原初であり,一体化を生成するフレームを内蔵して
いる｡ その意味で子どもの豊かな言語発達を促進させる
だけでなく,それを介して両者がふれあう契機となろう｡
第10に,親が子どもと添い寝することである｡これは
第7とほぼ同様の教育効果が期待される｡
第11に,家族の人たち (親)が家庭においても戸外に
おいても,子どもと常に身体と言葉で語りかけることで
ある｡
第12に,家族の人たち (親)が子どもをごっこ遊びや
見立て遊びに導くことである｡ それは,子どものイマジ
ネーションを豊かなものにしていくという効果をもたら
す｡しかも,その活動を契機に子どもは,抽象的思考力
の土台を構築していくことができよう｡ また,大人と子
どもとのあいだでなされる,遊びあるいは遊戯療法とし
てスタイグル (｢スクイグル ･ゲーム｣36)がある｡ それ
は,たとえば親が描いた絵を子どもが何かに見立て,そ
れに何かを描き加えていくというものである (当然,脂
序は逆になってもよい)｡それはわが国の連歌 ･連句文
化に通底するものであり,見立て (-連想)をする過程
で他者とのアソシエーション (連想),すなわち心のつ
ながりを行っていくというものである｡一例を挙げると,
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ある子どもが画布を真っ黒に塗り潰したとき,大人はウ
イットを働かせてその,黒く塗り潰された画布を｢夜空｣
に見立てることにより,そこに ｢星々｣や ｢(夜間飛行
している)飛行機｣を措き込んだ｡ここにはまったく思
いがけない形での,大人と子どもとの心のつながりがあ
ると考えられる｡
第13に,長時間のテレビ･ビデオ視聴につながる偏っ
た早期教育は行わないことである｡
第14に,家族の人たち (戟)は,子どもとテレビを見
るよりも実体験を共有することである｡実体験の少ない
子どもにとって生活のシミュレーションは不要である｡
そのことは,子どもの五感 (感性)を鍛え,現実の土台
を構築する契機となろう｡
第15に,家族の人たち (親)は,食事するとき,テレ
ビを消すか,あるいは食事をする部屋にはテレビを置か
ないことである｡ 前述したように,テレビのついている
ときとついていないときでは,子どもとの会話はまった
く異なっていた｡勿論,テレビのついていないときの方
がはるかに,子どもとの会話は多いし,自然と多くなる｡
以上,マルチメディアとしてのテレビは,子ども (特
に,乳幼児)の発達に深刻な影響を与えるがゆえに,次
世代のために早急にしかるべき対策が取られるべきであ
る｡
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テレビの進化と現在の子どもの発達問題
一生活科学的アプローチー
中井 孝章
要旨 :テレビは､高性能化やデジタル放送などによって日々進化し続けている｡ その一方で､テレビを子どもたち､
特に乳幼児が長時間見ることにより､自閉症に特徴的にみられるような言葉遅れ (発達遅滞)が生じ､社会問題となり
つつある｡従って私たちはテレビ番組の内容の善し悪しについて検討する以前に､テレビそのもの､すなわちテレビと
いう ｢メディア-形式｣を問題にしなければならない｡つまり､テレビの､子どもたちへの深刻な影響としては､何よ
りも(1)親子間のコミュニケーション (W.コンドンのいう､それに埋め込まれた､相互作用の同期性)の阻害､さらに
はそれを基礎とする対人関係の阻害､(2)イメージの未発達に伴う言語発達の遅れ､(3)ありのままの感情を他者に向け
て暴露することを良しとする､歪んだ ｢感情教育｣､(4)明確な表情しか理解できなくなるアニメ的人間理解､(5)映像と
音の過剰刺激による身体的､精神的ダメージ､(6)テレビ･コマーシャルによる消費欲望の拡大､等々が挙げられる｡
子どもへのテレビ対策としては､2歳までは一切テレビやビデオを見せないことが原則となるが､それに加えて例え
ば､わが国の伝統文化としての親子の共同注視およびその現代版としての絵本 (ブックスタート運動)の普及がその対
策として考えられる｡ いずれにしても､わが国では長時間テレビ視聴する､子どもたちに対するテレビガイドラインの
確立が求められている｡
(19)
